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年齢 32 歳 性別  女 銀行員  初診 1985.9.17 作成日 2023.2.2 

 

主  訴 

 

腹脹、腹瀉 4 年 

 

 

病  史 

 

 

 

患者は４年前から腹脹と腹瀉が出現開始した。毎日腹痛が発生し、それに腹瀉が続き、大便は粘液を伴

う水様を呈するが、膿血は無く、裏急后重感を有する。腰痛を伴有し、喜暖畏寒があり、食少で、精神

倦怠乏力がある。若し過労や精神緊張があると腹瀉はさらに重くなる。服薬をしたが効果がなく、鍼灸

での治療を求めて来た。 

 

 

 

 

 

 

四診所見 

（検査） 

 

 

 

 

【望診・聞診・問診・切診】 

① ４年前から毎日腹脹・腹脹が発生 

② 大便は粘液を伴う水様を呈する 

③ 裏急后重感 

④ 腰痛を伴う 

⑤ 喜暖畏寒 

⑥ 食少 

⑦ 精神倦怠乏力 

⑧ 過労や精神緊張があると腹瀉はさらに重くなる 

⑨ 形体は消痩である 

⑩ 面色は萎黄（黄色でつやがない） 

⑪ 精神倦怠感 

⑫ 四肢がだるい 

⑬ 大便：白細胞が大量で紅細胞は無い 

 

 

舌  診 

 

① 舌質：淡 

② 舌苔：白 

 

 

脉  診 

 

脉：沈細 

 

 

病位弁証 

 

 

【五臓：肝・心・脾・肺・腎】【六腑：胆・小腸・胃・大腸・膀胱】【奇恒之腑：脳・隋・骨・脉・女子胞・

命門・精室】 

 

 

 

 

八綱弁証 

 

【表証・裏証・半表半裏証】【寒証・熱証】【虚証・実証】【陰証・陽証】 

 

 

 



病性弁証 

 

【気病弁証】気虚・気陥・気滞・気逆（肺気・胃気・肝気）・気随血脱・気虚失血・気血両虚 

【血病弁証】血虚・血熱・血瘀・気滞血瘀 

【津液不足弁証】 

【津液病弁証】 

 

 

病因弁証 

 

【六淫弁証】風・寒・暑・湿・燥・火 

【七情弁証】喜・怒・憂・思・悲・恐・惊 

【飮食労倦弁証】傷食・中毒・過労・過逸 

 

病  機 

 

 

 

証  名 

 

 

 

 

弁証分析 

 

 

 

 

主要な 

弁証類型 

 

【中医数学診断学   組】 

【中医症状鑑別診断学】 

 

 

治則治法 

 

 

 

 

配穴処方 

 

 

 

 

 

 

処方意義 

（按語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


